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広　 報

依田新先生の ご功績 を偲 んで

　依 田　新先生 は 前 々

日 の 午後少 し体調 を崩

さ れ ， ご 自宅 で ご 静養

に な っ て お られ た ご こ

ろ，急 に 病状が 悪化 さ

れ て，昭和62年 5月 11

日午後 4 時34分 に 呼吸

不全 の た め 永遠 の 眠 り

に つ か れ ま し た 。 先生

は 高校生時代 に 病気 の

た め 休学 な さ る な 呂

どち らか と申せ ば 蒲柳 の 質 で い ら っ し ゃ い ま した が ， 節

制 よ ろ し きを 得 て ，8ユ歳 の 天 寿 を全 うされ ま し た 。 こ こ

に 門 卜
』
生 の

一人 と し て，謹ん で 哀 悼 の 意を表 し ， 先生 の

ご功績 を徳 び た い と思 い ま す。

　先生 は 明治 38年 9 月30 日， 東京麻布 に お 生れ に な Jl，

東 京 府立第
一

中学校，第八 高等学校 を経て ， 昭和 4 年東

京帝国大学文学部心 理 学科 を ご卒 業 に な り ま し た。ご 卒

業 と同 時 に 開 学 し た ばか ）の 東京文理科大学 の 助手 に 採

用 され ，小 野 島右 左 雄 助教授 と共 に 研究室 の 創設 に 当 た

られ ま し た 。

　昭和 12年 S ．月，東京高等師範学校講師に 迎 え られ ， 13

年 4 月 か ら 23年 6 月 ま で 教授 と して 在任 され ま し た。そ

の 間 ， 太平洋戦争末 N に は 城 戸幡太郎先 生 を代表者とす

る 教育科学研究会 に 対
’
す る弾 圧 に関 係し て， 6 か 月間留

置 され ，釈放後 も戦争終結 の 頃 ま で 職 を失 わ れ る と い う

苦 難 に 耐 え られ ま した。

　 し か し ，戦後 の 先生 の ご活 躍 は 目覚ま し く，心 理 学発

展 の 基礎固 め に 大 きな貢献 を巣 た さ れ ま した 。 と くに教

育心 理 学 の 今 日の 盛況 は 昭和 2G年代 に 依 田 先生 を は じ め

とす る諾先達 が 築か れ た 土台の 上 に 発展 し た結果 と 申 し

て も過言 で は な い と思 い ます。

　先生 は 23年か ら東京文理科大学 （後 に 東京轍育大学 と

改称），娼古屋 大学，東京大学 の 教授 を歴任 されま し た が ，

大学 が 先 生 を手 離 そ う と し な い た め ， 長期 間に わ た っ て，

こ れ らの 大学 を併任す る こ と を余儀な く され ま し た。

　 41 年東京 大学 を停年退官後， H 本女子大学教授 を， さ

ら に 49 年か ら愛知学院大学教授 をお 勤 め に な っ た先生 は

55年 に ご 退職 の 後 は 絵筆を と られ る な ど悠 々 自適 の ご生

活 に入 ら れ ま し た 。

　 50年間に 及 ぶ 長 い 教職 歴 を 通 じ て ，先生 は 教育心理学 ，

青 年心 理 学，性悋心理学 の 3 つ の 領域 に お い て 研究と教

育 に ご尽 力に な り ま し た。中学 1 年生 の 頃 ， 校 友会誌 に

作文 が 入選 した こ と か ら も知 られ る よ うに，先生 は 優 れ

た 文才をお もちに な り， 多数 の 著書
・
論文 を発表 されま

し た。そ れ ら多彩 な ご 業績 は 新 し い 研究分野 を開拓 し 今

日で も輝 きを失 っ て い ま せ ん が，い ずれ も先生 が一
貫 し

て 追究された人 間理解 の 心理学 に繋 が っ て い る と 申せ ま

し ょ う．

　先生 は 大学生時代に 人間不在 の 心理学 に 失望 され ，同

級生 の 正 木 正 先 生 と人 悶探究の 道を志され ま し た 。 両先

生 の 共著
“
性格 心理 学

”
は その 大 きな成果 で あ りま すが ，

正 木先生 の 没 後 に 出版され た 選集 に 依 田先生が寄 せ ら れ

た
“
正 木 正 に お け る 「人 問 の 探 究 」

一 正 木 ・
性格 心 理

学 の 系譜
”

は 先生 が 人 聞理解 と は い か な る もの で あ る か

を身 をも っ て お 示 し に な っ た 論文 で あ る と 考 え ら れ ま す。

　先生 の 学風 は，初 め類型学的方法論に 拠 っ て お られ ま

し た が ， 口記 や質問紙に よ っ て 人 間の 内面的世界 へ 迫る

方法 へ の 疑問 か ら，表現 され た 内容 ば か りで な く，表現

行動を重視 す る G ．W ．オ
’
ル ボートに対 し 同時代人 と し て

の 共感を お 示 し に な る よ う に な t） ま し た。

　 教育者 とし て の 先生 は ， 学生 や若手研究者を愛 され ，

そ の 育成 に カ を 注が れ ま した 。 所属 や経歴 に と らわ れ ず

人材 を起用す る 広 い 度量 と，新 し い 知識 を若輩 か らで も

吸収し よ う．とする 謙虚な探究的態度は先生 に 接す る 人す

べ て に 深 い 敬慕の 念 を抱か せ ま し た。

　 こ の よ うな 研究 ・教育上 の ご 貢献 に 加 えて ， 先生 は 名

古屋大学 と東京大学 の 両大学 で 教育学部長を，また 口本

女子 大学で は家政学部長を務め られ ， 大学運 営に も大き

な足跡 を残 され ま し た 。 と くに ， 名古屋大学 で は 4 年 間

に わ た り創 設 期 の 学部 つ く P に ご 尽 力 に な りま し た。

　 ま た，学会に関し て は，日本教育心 理 学会の 前身で あ

る 日本教育心理学 協会 の 創 立 に 参画 されて 以来，25年間

も理 事 を お務め に な り，そ の 聞 8年間 は 理事長 の 重責 を

担わ れ ま した 。 目本 心 理 学会に お い て も20年間理 事の 任

に あ P ，2 年問 は 理 事長 を 務 め られ ま し た。こ の 2 年問

は 日本心理学会 と 日本 教育心理学会 の 両学会 の 理事長 を

兼ね る と い う前例 の な い 大任 を果 た され た の で あ り ま す

が，こ の 一事を も っ て し て も先生 の 人 望がい か に 高 い か

を知 る こ と がで き る で し ょ う。 そ の ご貢献 に対 し両学会

は そ れ ぞ れ 名誉会員 に推 戴 し て お りま す。

　 先生 の ご功績 は 以上述 ぺ た こ と に 尽 き る もの で は あ り

ませ ん が ， い まは 先生 の こ遺徳 を偲 びつ つ
， 遠 く蓼科 か

ら 八 ツ 岳連峰 を 見晴 らす 父 祖伝来 の こ 墓 所 に安ら か に 眠

られ る 先生 の ご 冥福 を謹 ん で お 祈 り申し あげる 次第で あ
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りま す。

　　　日召不目62fr・g丿弓

明治38年 9 月 30 目

大正 1ユ年 3 月

　　 15年 3 月

昭和 4 年 3月

　　 4 年 4 月

　　　〜ユ2年 8 月

　　12年 8 月

　　　 〜 ユ3年 3 月

　 　 ユ3年 3月

　　　〜23 年6 月

　　23年 6 月

　　　〜26年 5 月

　　2fi年 5A

　　　〜31年 4 月

　　26 年 5 刀

　　　〜29年 12月

　　26 年 5 月

　　　〜33年 3 月

　　31年 5 月

　　　〜41年 3 月

　　31年 5 月

　　　〜34年 3A

　　38年10月

　　　〜40年 3 月

　　39年 ユ  月

　　　〜47年 10月　 日本教育心 理 学会理 事長

　　40年 7 月

　　　〜42年 7 月　 日本心理学会理事長

　 41年 4 月

　　　〜49年 3 月　 H 本女子 大学家政学部教授

　 43年 4 月

　　 〜45年 3A 　同家政学部長併任

　 49年 4 月

　　　〜55年 3A 　愛知学院大学文学部教授

　 51年 4 月　　 勲二 等瑞宝章受章

　 53年10月　　　 口本心 理学会名誉会員

　 57年 11月　　　 日本教育 心 理 学 会 名 誉 会 員

　 62年 5 月 11日午後 4時 鈎 分 　逝去

　　　　　　　　 従三 位 に 叙 せ られ る

　　　　　　　　　　　肥 出野 　直

〔放送 大 学 教 授，東京大学名誉教授）

　　　略　　 歴

　東京麻布 に て 誕生

東京 府 立 第一
中学校 4 年修 了

　第八 高等学校文科卒業

東京帝国大学文学部心理学科卒業

東京文理科大学助手

東京高等師範学校講師

　同校教授

東京文理 科大学 （24年 5 月か ら東京

教育 大 学 と改 称 ）教授

　名古 屋 大学教授

同教育学部長併任

東京教育大学教授併任

東京大学教育学部教授

名古 屋 大 学 教 授 併任

東京大学教育学部長 併任

123456

789

10　性格心理学

11 人間 理解の 心 理学

　編著書 ・
監修書

1　 児童発達

2 ，b理学事典 （共編）

3　 家族 の 心理

4　 児童 心 理 学

5　 テ レ ビの 児 童 に 及 ぼ す 影響

6　 現代青年の 入 格形成の 研究

7　 教育心理学新辞典 （共編）

8

910

　　　　　　　　 主要著 ・編著書

著　書

　性格心理学 （正 木 正 と共著）　 ig37

　児童観 と児 童 哢究　　　　　　1940

　薪教育 と児童心理　　　　　　1949

　青年 の 心理　　　　　　　　　1950

　性格 心 理 学 （正 木 正 と 共著）　 1951

　心理学入 門　　 　　　 　　 　 1957

　教育心 理 学入門　　　　　　　1960

　青年心理学　　　　　　　　　1963

　仮 面 　　　　　　　　　　　　 1966

　現代青年心理学講座 （全 7 巻

　新 ・教育心 理 学事典 （監修）

　新版 ・心 理 学事典 （共 同 監 修） 1981

会 務報告
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　　　1　　　　 お 知 ら せ

　　　 i　 こ の た び ， 本学会事務局 に 直通電話が新設 され ま　1

爵
灘 驪 綿 こ 囃 一 l

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I

　　　．1　 　 （03）818− 1・34 　 　 　 1　　　 −　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　@　D　　一　　　@　．　　一　　　@　　　　　　．　　@　　　　@　@

　　　 　　一　　

　　 　 常 任 理 事会 　　　　 7 月 4 日（ 上 ） 1 時 3

ｪ〜4 時 〔学 士会 分 館〕 　 　 　 　 芝 理 事 長 ， 藤 原 ， 福 沢 ，

呂，坂 野，下山，辰野，横 　　　山各常任理事，井 上事務

長，纐 纈，松崎 両嘱託出席。 　　　 1 ） 　 第 14 期 学 術 会議 会

候補者なら び に 推薦

の選出に 　　 　 　 　 つ いて。 　　 　　 　 　 標記に つ い

選 出方 法

検討し
た
。そ の 結 果 ， 今 一 88一 N 工 工一


